
「東三河ごみ焼却施設広域化計画（中間見直し）（案）」のパブリックコメント募集 
提出された意見及び意見に対する考え方 
（令和５年１月１６日から令和５年２月１４日まで実施） 
 

No 提出
者 提出意見 意見に対する考え方 

１ Ａ 非常に分かりにくい。蒲郡市の
クリーンセンターは将来的に
どうなるのか。粗大ごみは市外
に持ち込まなくてはならなく
なる可能性はあるのか。具体的
に広報などで示してください。 

今回のごみ焼却施設の広域化計画にお
いては、可燃ごみ処理施設と可燃ごみ中
継施設の広域処理体制を計画しました。
本計画（見直し）では、次期計画期間（令
和１４年度から）で本市と豊川市の焼却
施設を集約化した新施設の整備を目指
しています。 
今後、両施設の整備手続きが進む中で、
粗大ごみ等の排出方法について変更等
が生じましたら、周知してまいります。 

２ Ｂ 人口の減少、効率を考えると必
要なことかと思います。案件の
選択は私には分かりません。心
配なのは、資源ごみ、粗大ごみ
の持ち込み先が遠地になって
しまわないかということです。
今の距離でも気を使っての運
搬です。今以上に遠くなるのは
気が進みません。 

今回のごみ焼却施設の広域化計画にお
いては、可燃ごみ処理施設と可燃ごみ中
継施設の広域処理体制を計画しました。
中継施設は、ごみを直接持ち込む市⺠や
事業者が個々に遠距離を運搬する負担
を軽減するために計画されています。 
今後、具体的に両施設の整備手続きが進
む中で、粗大ごみ等の排出方法について
変更等が生じましたら、周知してまいり
ます。 

３ Ｃ 浜町に建設している「蒲郡バイ
オマス発電所」に、“木、竹、ワ
ラ類”を燃料として処理するの
はどうか。バイオマス発電の燃
料は海外から輸入すると聞い
たが、世界情勢により燃料の調
達が不安定にならずに、ごみ焼
却施設側も水分を含む植物類
を焼却せずに済むなど、双方に
メリットはあると思うのだが。 

浜町地内で建設中のバイオマス発電所
では、燃料として木質ペレットとＰＫＳ
が計画されています。こうした燃料は、
発電効率や周辺の環境保全のため厳格
な品質確保が必要とされており、本市等
で発生する木や竹等を燃料として利用
することはできないものと聞いており
ます。 

４ Ｄ 「あるべきごみ処理の姿」につ
いて衆知を集めて議論するた
めに、現在かかっているコス
ト、排出されている二酸化炭素

ごみ処理に係る経費や排出される二酸
化炭素量については、市ホームページ等
での周知啓発に努めてまいります。 
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量について、情報の開示をお願
いします。 

５ Ｄ 地球温暖化防⽌と市⺠コスト
削減の観点から、市⺠から出さ
れる可燃ごみを「処理すべき廃
棄物」ではなく、地域のバイオ
マスエネルギー原料として捉
えなおす見直しをお願いしま
す。 

今後、広域化における施設整備を進める
中で、可燃ごみから資源化できる物、あ
るいは専用施設で燃料として活用でき
る物を分別回収することについて検討
したいと考えます。 

６ Ｄ 地球温暖化防⽌の観点から、可
燃ごみを地域のエネルギー源
ととらえ直すにあたり、同じく
地域産業から排出される可燃
性産業廃棄物も一緒に燃料化
できる制度設計をお願いしま
す。 

広域化に当たっては、豊川市の廃棄物処
理制度との整合を図る必要があります
が、施設整備を進める中で、可燃性産業
廃棄物について専用施設で燃料として
活用できるかについて検討したいと考
えます。 

７ Ｅ 昨今、電力供給のひっ迫が問題
となっている中で、ごみ焼却施
設は発電施設としての役割を
担える重要な公共施設である
と思います。そのため、なるべ
くごみを集めて焼却能力を大
きくし、効率的に発電できる施
設を計画して頂きたいと思い
ます。発電できないような小規
模な施設は不要だと思います。 

ごみ焼却施設の広域化では、過剰な施設
規模の適正化に努めなければなりませ
んが、本市は豊川市との広域化を進める
に当たり、一定の発電能力を有する施設
規模での整備になると考えます。 

８ Ｅ 新しいごみ処理施設の整備に
は、莫大な費用が必要になるこ
とが改めて分かりました。税金
が使われるのであれば、なるべ
く地元にお金が落ちるような
施設整備の仕組みを構築して
いただきたい。また、それだけ
の費用をかけたならば、高性能
で安心安全な大前提として、地
元にとって有益となるような
施設の整備を進めていってほ
しいと思います。 

施設整備に当たっては、焼却するごみの
資源化や減量化に努め、適正な規模での
施設整備を目指してまいります。 
今後、焼却施設の整備に対して優れた専
門知識や経験等を有する事業者により
的確な整備と安全安心な稼働運用が図
られるよう努めてまいります。 
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９ Ｅ まだ先の話かと思いますが、施
設の整備工事が行われる際、車
両の出入りや騒音の問題のほ
かにも、働く人の働き方改革の
こともあります。今後法改正が
行われ、週休２日？が義務付け
られるとも伺っています。これ
らを踏まえ、土日の作業等行わ
なくてよいなど、適正な工事期
間の設定を計画していただき
たいと思います。 

施設整備に当たっては、法令順守を徹底
してまいります。 

 


